
ト

辞

の

中

に

と

訳

さ

れ

る

ご

械

の

慣

用

誌

が

散

見

す

る

が
、
こ
れ
は
然
記
ト
砕
を
始
め
問
遊
・
祈
年
・
風
雨
な
ど
を
ト
し
た

も
の
に
も
見
ら
れ
る
別
指
で
あ
る
。
そ
の
例
を
法
っ
て
み
よ

う
。
(
後
章
も
参
照
)
祭
配
ト
辞
と
し
て
は
、

丙
成
ト
、
共
叉
川
杭
了
ω

駁
撃
。
悲
編
一
…
一

O
一一一

甲
午
現
Q

叩
中
山
以
整
ω

全
四
一
九

共
又
川
…
巧
阪
を
。
判
八
六
亥
ト
、
病
観
。
共
・

北
ハ
:
・
、
主
受
又
ω

共
御
叉
事
、
主
受
又
Q

段

鹿

ト

辞

川
内
容
〕

一
、
ト
辞
例
と
諸
家
説

一
一
、
九
ず
い
iv
必
γ

t

吋

H
H
μ
r
A
I
，z
d
n

一
二
、
字
形
・
字
義
考

行
H
J

、
七
口

ιm山

口
仁

ο京
三

副

ト
辞
例
と
諸
家
説

1 2 3 4 

「
駁
楚
」

研均

全
IJ9 

ノ¥実話
主主?と間
IJli 
四 ω

。h
ノレ

木

木

菟

i設
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:
叉
正
。
車
、
牛
。
叉

E
Q
奴
:
・
。
会
五
五
九

;
紘
一
三
甘
ハ
キ
物
、
ν

立
ハ
牛
叉
一
牛
Q

人
工
五
六

0

・
:
牢
。
北
ハ
叉
一
一
一
牢
Q

奴
禁
。
入
江
五
七
二

庚
子
・
:
。
奴
笠
ψ

一
一
一
牢
。
五
牢
Q

全
五
七
七

其
:
・
文
一
、
:
・
九
又
・
:
。
大
食
、
其
亦
府
九
牛
。
:
・
禁
。

会
一

o
o
o

-
-
女
勺
子
河
一
一
…
ん
i

Q

主
受
叉
。
間
以
禁
Q

南
北
・
明
間
八
八

巳
:
:
:
ο

上
巾
率
、
共
祝
俳
人
了
約
ο
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I
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/
J
r
ソ
/
T
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・
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日
沼
、
王
受
又
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北
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延
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小
乙
車
Q

ヴ
d
K
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3
¥
G
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T

J
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いい帰京…
ι

ノ
叶
な
f
J
J

ノ
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日
奴
欣
一
九
了
未
ト
、
共
叉
小
了
主
:
・
0

全
六
一
一

日
山
積
一
民
ト
・
:
。
政
援
υ

史
小
や
ο

燦
。
全
七
一
八

な
ど
が
あ
り
、
問
遊
'
祈
年
・
風
間
な
ど
の
ト
辞
に
つ
い
て
は
、

叶

f
i
-
-討↓、

〉一、

f
v
w

三E
L叫

x-
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問
鹿
従
ω

京
共
同
鶏
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・
:
。
子
訂
Q

子
守
。
率
一
M
九
七
べ

引
日
一

rト
1
1

崎

K

，守1
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v

d

A

4

2

/

戸

〆

8

ヨヨト
i

、
士
、
ミ
υ

え
さ
ヨ
心
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七
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C

E

-
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一
ム
)
/
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1
7

伸
ー
ナ
、

Q

7

え
l
z
l
M
Q

ミ
k
j
J
¥
1
ゐ
Q

L

¥

二
・
¥
ゴ
A

A

1

7
玄
:
・
間
以
h

笠

イ

設

へ

5

5

3

ノ
コ
ご

初
日
日
ト
、
北
ハ
波
観
ο
'
:
間以紘一品
ν

後
ド
ム
ハ
・
七

幻
立
ハ
求
年
子
:-Q

市
川
一
一
一
十
牛
υ

受
年
リ
今
半
一
的
。
受
年
Q
:
・

:
~
引
受
年
Q

奴紋ぷ
ψ

市
北
・
閉
山
五
五

な
ど
が
あ
ム
る
。
こ
れ
ら
の
ト
辞
に
見
え
る
政
禁
な
加
に
託
会
(
後
法

第
五
期
ト
辞
参
照
)
と
い
う
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
用
法
は
波
紋
品
以
後

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
用
認
は
多
く
の
場
合
、
他

討
と
独
立
し
て
ト
兆
の
傍
に
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
又
、
詳
中
の
誌
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
形
式
は
例
え
ば
後
章
に

挙
げ
て
あ
る
第
一
一
一
期
ト
辞
の
段
契
伐
存
一
一
五
五
片
、
股
必
川
書
契
後
一
樹

上
八
・
五
片
、
全
後
編
下
一
一
一
一
一
一
・
一
片
、
第
五
期
ト
辞
の
殿
山
崎
書
契

前
編
六
・
一
一
了
一
一
…
片
、
全
二
・
ご
八
・
一
一
…
片
の
ご
と
く
で
あ
り
、

駁
紘
一
品
が
明
ら
か
に
貞
ト
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
JT
示
し
て
い
る

句
法
は
、
貞
ト
の
辞
と
独
立
し
て
現
わ
れ
る
多
く
の
用
例
の
性
格
を

裏
付
け
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
諾
を
如
何
な
る
字
形
と
し
、
又
、
如
何
な
る
字
義
と

す
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
護
作
賓
氏
は
釈
駅
禁
(
安
限
発

掘
報
官
諮
問
期
〉
・
甲
骨
文
断
代
研
究
例
(
捷
祝
祭
元
結
先
生
六
十
五
段

に
於
て
間
以
殻
-

M
地
殻
…
と
訳
し
、
間
以
・
廷
は
共
に
「
進
め

あ

り

‘

黙

し

て

の

義

に

解

す

る

17 

翌
日
辛

る
い
、

と
と
も
に
、
ト
辞
の
を
は
後
世
の
誌
の
初
女
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

前
承
詐
氏
は
段
契
伐
存
考
釈
に
於
て
奴
援
な
併
設
と
訳
し
、
鮮
は
経

山
県
中
の
却
で
ぺ
品
川
内
ん
の
設
で
あ
り
、
か
つ
詐
笠
は
併
比
紘
一
品
の
省
文

に
し
て
「
一
相
内
を
致
す
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
υ

な
お
、
社
紘
一
仏
に
つ

い
て
は
「
受
祐
(
の
義
に
解
釈
す
る
の
で
あ
る
が
、
詐
社
設
の
用
諾

は
ゅ
ん
一
〈
は
ト
終
に
は
な
い
の
で
あ
る
Q

子
省
一
札
口
氏
は
股
契
餅
校
に
於

て
叙
山
授
と
訳
し
、
こ
の
一
訟
が
第
五
期
ト
砕
で
は
枇
山
仰
に
と
な
り
、
又
、

社
紘
一
仏
は
後
俳
い
の
は
仏
法
で
コ
初
社
を
延
長
す
る
い
怠
味
で
あ
る
と
解
す

る
。
市
し
て
叙
は
ね
・
山
ほ
と
悶
字
で
あ
り

H
-
mと
す
義
共
に
通
じ

か
っ
紙
と
も
か
刊
誌
の
近
似
を
認
め
、
こ
れ
ら
は
等
し
く
「
陳
べ
る
」

「
長
う
す
し
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

以
上
は
奴
一
純
一
J
川
県
紘
一
品
に
対
す
る
主
な
学
説
で
あ
る
が
、
私
は
「
一
一
平

迎
導
引
L

の
一
誌
と
し
て
こ
れ
を
解
釈
し
、
以
下
こ
の
一
訟
の
使
用
時
代

や
字
形
・
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

( 13 ) 

と
す
い
l
L
怪
ブ

RMH
，々
!一一イ

ト
辞
の
中
で
の
用
訴
が
使
用
さ
れ
て
い
る
時
代
に
関
し
て
、

葦
作
賓
氏
は
叩
骨
文
断
代
研
究
例
に
於
て
第
三
及
び
第
四
期
と
い

い
、
具
体
的
に
は
康
了
か
ら
武
乙
時
代
に
五
る
期
間
の
も
の
で
あ
る

と
し
、
こ
の
用
語
が
第
五
期
の
惰
乙
・
帝
辛
時
代
に
な
る
と
延
撃
に

変
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
説
は
現
今
に
一
章
一
一
る
も
変
更
が
な
い
。

そ
の
時
代
区
分
の
根
拠
に
つ
い
て
は
第
三
次
発
掘
に
か
か
る
第
五
七



九
号
片
の
駿
紘
一
品
に
は
第
一
一
一
弱
点
一
人
口
及
び
俳
人
一
己
の
称
謂
が
あ
り
、

叉
、
向
次
の
第
五
一
一
一
問
弁
J

片
の
間
以
後
に
は
第
一
一
一
期
貞
一
入
荷
が
、
後
一
線

上
第
五
・
二
一
片
の
駿
愛
に
は
父
己
の
称
制
約
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て

お
り
、
次
い
で
第
二
次
発
掘
の
第
二
一
一
号
片
の
叙
婆
は
小
屯
村
中

か
ら
出
た
も
の
で
、
そ
の
出
土
坑
佼
か
ら
第
四
期
武
乙
時
代
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
股
虚
書
契
前
編
巻
二
第
二
八
葉
第

三
片
の
抵
援
は
ト
辞
の
字
形
か
ら
第
五
期
の
も
の
と
断
じ
、
こ
の
時

期
に
お
い
て
は
淑
が
経
に
代
っ
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
Q

以
上
、
華

氏
の
説
は
疋
し
い
が
細
部
に
立
つ
て
は
ま
だ
分
析
の
不
十
分
な
と
こ

ろ
が
あ
る
ャ
そ
れ
ら
に
つ
い
て
に
補
五
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
ο

(1) 

一
期
ト
辞

m
戊
一
い
ほ
ト
、
共
延
兄
己
兄
炭
:
・
。
京
・
:
。
政
祭
。
南
北
・
明
六
問
。

右
の
ト
静
は
胡
厚
寛
氏
の
戦
後
南
北
所
見
中
骨
鋭
所
収
「
明
義

削
減
叩
骨
女
字
~
の
一
片
で
、
光
日
・
n
ん
炭
の
称

mm
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
第
コ
別
組
叩
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
拠
っ
て
奴

斐
の
府
訟
は
す
で
に
第
三
期
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明

白
で
あ
り
.
議
氏
が
第
…
一
一
期
以
後
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
は
補
正

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

第

…

矧

使

用

の

例

は

ら

な

い

。

(2) 

3
三
一
五
ト
浮

ぷ
は
う
〔
'
引
7

f

i
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!発
成

使
戊
ト
荷
点
、

。
庚
戊
ト
荷
点
、
批
半
歳

夜
中
ト
荷
点
、

菌
、
:
・
其
獲
一
。
庚
申
ト
荷
。
庚
申
ト
荷
。
庚
申
ト
荷
。

扶
存
一
二
五
五
、
小
屯
甲
二
八
O
一
ニ
綴
合

倒
的
貞
、
主
ハ
寂
紘
一
品
。
己
酉
ト
鎖
貞
、
共
又
中
弓
。
貞
:
間
以
;
・
。

後
上
八
・
五

お
い
氏
、
駁
整
。
了
未
ト
顕
貞
、
・
;
方
:
・
散
布
・
:
賓
今
秋
壬
其
従
。

貞
、
立
ハ
寂
禁
。
壬
寅
ト
顕
貞
、
翌
日
交
卯
王
其
銭
。後
下
三
一
ニ
・
一

部
:
・
父
庚
先
酒
、
》
子
来
日
己
、
ヤ
〈
己
及
父
庚
溜
Q

寂紘一品。
十卒一端三二一一

幻
・
:
了
・
:
去
。
議
用
。
求
ヤ
〈
己
父
庚
京
御
往
:
~
寂
整
ο

王
共

・
:
求
至
ヤ
〈
・
:
。
全
一
三
五

:
庚
:
・
叉
祐
》
共
又
ザ
〈
己
京
:
:
:
酒
、
主
受
又
:
L

奴川昨今

全
三
一
七

夕
沼
u

及
…
一
務
ο

会
問
五
一
τ
一

了
卯
ト
、
壬
共
叉
ヤ
〈
己
:-Q

南
北
・
明
六
一
ニ
O

( 14 ) 

28 30 29 泣
:
翌
日
午
〈
使
3

間以・:。

認
:
・
ザ
〈
己
歳
句
史
:
二
王
受
叉
Q

酒
。
間
以
設
ω

後
上
五
・
一
二

お
・
:
子
ト
亦
滋
陵
情
問
。
紋
銭
。
共
同
川
女
己
。

方
の
第
お
・
川
A

・
お
片
の
ト
辞
に
は
第
一
二
期
点
入
荷
・
顕
の
名
前

が
見
え
、
他
の
ト
辞
に
は
ヤ
〈
己
-
V
〈
附
慌
の
称
読
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ

ら
は
品
川
震
半
・
佼
了
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
「
駁
受
」

使
用
の
発
端
は
現
在
第
三
期
組
中
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
か

市
川
タ
酒
u

うE

Llヨ-<-、、



ら

、

叩

骨

文

断

代

研

究

例

に

於

て

「

如

玖

超

一

段
了
玄
武
乙
時
一
防
習
用
、
五
倍
乙
時
期
改
作
付
一
斑
J

(
字
形
・
先
後

異
字
例
〉
と
述
べ
、
了
以
後
の
も
の
と
し
て
い
る
の
は
誤

り
で
あ
る
。

(3) 

町
出
川
け
同
4

刊
村
ハ
一
ー
、
、
ー
l
h仏

γ

布
引
一
行
υ
ド
廿
対

1
1
手
十

筑
間
以
繋
υ

共
雨
Q

子
:
~
亡
災
Q

点
、
:
・
鹿
捻
Q

悲
編
一

0
0一一一

お
翌
日
壬
、
一
士
一
共
践
除
。
亡
災
υ

間
以
批
一
句
史
遊
間
射
υ八九一

O
一
九

五
共
践
子
向
υ

亡
災
Q

駁
払
一
九
・
:
弗
:
・
。

J民

TI土

86 

日
乙
、

4
1
円
ノ
、
か
す
工
即
時
ド
リ

d
n
〉

〉

コ

ラ

〉

J
Q

エロ
h
I
N匁

p
英

σtι
イ
L
3
7
f
v

の
回
遊
ト
辞
の
著
し
い
特
色
は

ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
と
い
う
Q

んこ

O
一一一
O

こ
の
期
、
特
に
武
乙
時
代

の
字
形
が
「
亡
弐
L

に
作

(見

第
五
期
ト
辞
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貞

亡占ん
Q

戊
巾
:
・
王
;
-
Q

不:・。

品
川
一
六
・
一
…
了
一
一
一

お
戊
申
ト
貞
、
支
悶
子
四
驚
、
往
来
亡
災
。
認
御
。
獲
潟
一
、

狼
閥
、
共
延
姿
。
前
一
一
・
二
八
・
一
一
一

m
w
・
:
餐
誕
祭
、
亡
充
。
亀
市
獣
骨
一
一
・
二
八
・
一
一
一

右
の
ト
詳
は
そ
の
か
ら
第
五
期
情
乙
・
官
半
時
代
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
Q

ト
辞
中
で
延
援
の
用
例
は
現
在
一
一
一
見

こ
毘

JfF交
三
こ
仁

J
C
告
白
い

Y
C
〉

J
Q

ケ狩

7
L
I
〉
「
員
、
五
一
語

t
元
三
、
日
必
ず
/
i
ト

J
I
v
e
-
j
v
志

ア

努

3
1
j
A
U

一
長
ご
工
挙

制
作
、
延
紋
一
午
、
亡
克
J

の
「
約
一
川
雄
禁
」
に
つ
い
て
防
承
詐
氏
が
般
契

扶
存
考
釈
で
、
「
併
比
婆
一
と
誤
釈
し
て
い
る
こ
と
'
を
子
省
吾
氏
が

指
摘
し
て
い
る
が
(
段
契
勝
校
)
、
こ
れ
は
正
し
い
。
前
氏
が
原
拠

と
し
て
い
る
股
点
者
契
前
編
巻
六
第
十
ご
葉
第
一
一
一
片
を
精
査
す
る

と
、
ぷ
一
一
ー
一
字
の
婦
が
大
部
分
残
欠
し
て
お
り
、
そ
の
残
…
仰
が
「
間
以

い
ん
千
の
下
部
に
酷
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
奴
い
を
「
得
ー
一
と
誤

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
期
の
ト
辞
J
Y
調
べ
る
と
、

m
w
点
、
一
士
費
烈
、
亡
充
。
扶
存
一
七
六
、
役
文
帝
系
二
ハ

O
等

の
用
例
が
沢
山
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
個
所
に
於
て
商
氏
が

考
え
た
よ
う
に
ぷ
川
弘
紘
一
ど
の
認
が
成
立
す
る
可
能
性
は
ま
ず
期
待

で
き
な
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

( 15 ) 

字
形
・
字
義
考

、‘，，ノィi
J
d

，、、

b奴

説
女
に
よ
る
と
取
は
す
な
わ
ち
御
の
古
女
で
あ
り
、
オ
部
御
下
に

そ
の
字
形
・
宇
一
一
一
軌
を
解
い
て
「
御
、
使
馬
也
。
従
オ
従
卸
。
駁
古
文

得
。
従
又
従
民
J
と
述
、
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
叡
と
御
と
は

同
義
で
あ
る
9

荷
子
主
務
第
に
三
・
進
父
者
等
服
駁
者
也
。
」

と
あ
る
そ
の
注
に
「
寂
与
御
用
ー
て
と
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も



明
ら
か
で
あ
る
。
ト
辞
の
駁
の
字
形
に
は
幾
つ
か
の
間
山
一
体
が
存
す
る

が
、
金
女
の
γ
〈
了
尊
や
女
同
棋
に
も
ト
辞
の
字
形
と
路
々
類
似
し
た
も

の
が
あ
り
、
~
品
川
竹
山
氏
は
古
絡
篇
に
於
て
こ
れ
ら
を
奴
と
解
い
て

い
る
ο

ト
辞
に
見
え
る
駁
の
字
形
を
観
察
す
る
と
、

馬
台
一
容
い
て
い
る
形
に
象
っ
た
ん

滴
な
院
し
た
も
の
が
あ
る
の
は

(
後
上
八
・
一
後
下
一
・
八
、

こ
の

そ
や
今
し
ヱ
一
ぷ
者
メ
子
三

フペ
4
A
f
y
R
F
J
ィオ
ι
J
J
F
J
ニ
ザ

あ
り
、
字
形
の
中
に
水

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
G

，
一
問
、
後
下
三
一
一
了
一
等
)

に
つ
い
て
も
務
わ
れ
、
段
忠
良
川
初
…
人

A

葉
第
一
片
る
牧
字
は
水
滴
を
加
え
て
行
牛

Jrふかし

て
い
る
が
、
正
に
こ
れ
と
設
で
あ
る
Q

甲
骨
女
字
と
し
て
の
お
に

は
金
約
J
Y
絵
嗣
化
し
た
も
の
や
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
も
あ
る

が
、
政
の
婦
に
M
m
い
ら
れ
て
い
る
潟
は
省
略
形
に
属
し
て
い
る
Q

し

か
し
官
や
足
、
見
や
髭
な
ど
は
象
形
文
字
と
し
て
の
体
裁
を
な
お
具

備
し
て
お
り
、
取
・
麟
(
品
川
間
・
四
七
・
五
〕
の
芳
に
見
ら
れ
る
一
的
の

形
と
同
系
の
も
の
で
あ
る
。
ト
辞
の
字
形
は
路
に
従
い
又
に
従
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
か
ら
正
し
く
紋
の
字
で
あ
る
。

般
の
本
義
は
「
隠
を
使
役
す
る
い
川
氏
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
転
ず

る
と
吋
迎
え
る
」
の
窓
と
な
る
Q

間
以
と
御
と
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

級
品
川
中
の
御
の
用
例
な
調
べ
て
み
る
と
、
詩
税
召
南
鵠
巣
の
「
百
一
向

御
之
し
の
密
に
つ
御
、
迎
也
J

と
あ
り
、
礼
記
曲
礼
の
「
君
命
刀
川
、

蛾
賎
入
、
大
夫
士
必
自
御
之
J

の
渋
に
「
御
当
為
誇
υ

日
冴
、
迎
也
J

と
あ
り
、
儀
礼
士
待
礼
の
「
段
御
沃
閥
均
交
い
の
注
も
亦
同
じ
で
あ

行
ノ
ミ
春
秋
裂
梁
成
公
元
年
伝
の
つ
持
使
禿
者
樽
禿
者
J

の
注
に
「
得

音
、
認
。
芝
、
迎
ど
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
る
。
誌
は
説
文
で

は
「
相
迎
也
J

と
説
じ
、
立
は
そ
の
嘉
文
'
で
あ
る
。
ま
た
、
集
舗

に
よ
れ
ば
御
は
魚
駕
切
で
「
柏
迎
也
J

…
と
あ
り
、
詩
・
立
も
共
に

問
問
じ
反
切
で
あ
る
か
ら
、
得
は
訟
・
芳
一
と
同
一
去
の
関
係
に
あ
り
、
か

っ
そ
の
意
味
は
通
用
し
た
の
で
あ
る
。
ト
辞
中
に
見
え
る
間
以
の
用
例

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

4

m
げ
反
ト
、
京
共
:::ν

間
以
子
之
。
芳
叫
王
弗
毎
Q

…

若内》

γ

ヱ
弗
ぃ
妹
二
:
及
・
:
伐
:
二
弗
災
u

幸
一
掃
二
九
五

必
辛
亥
ト
東
、
間
以
母
ν

書
道
全
集
凶
七
・

必
乙
丑
ト
王
日
点
、
駁
母
了
。
布
:
二

右
の
奴
は
い
ず
れ
も
…
i

迎
え
る
」
の

き
ょ
う
。

解
釈
す
る
こ
と
が
で

( 16 ) 

説

女

に

段

、

批

比

一

也

。

従

仁

止

J

と
お
り
、

字
形
は
道
路
と
吋
進
す
る
足
跡
の
形
か
ら
な
っ
て
い

す
〈
字
で
明
ら
か
に
批
で
あ
る
υ

叩
骨
・
金
寸
〈
(
一
州
連
敦
・
一
山
知
)

で
は
批
を
用
い
て
紙
な
用
い
て
お
ら
ず
、
ま
亡
、
友
一
松
葉
公
十
問
年

の
「
選
紙
一
之
役
L

や
問
京
肢
の
長
隣
府
一
邪
視
し
の
奴
は
等
し
く
批
に

作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
批
・
廷
は
も
と
同
字
で
あ
り
匙

は
後
世
の
抵
の
初
寸
ん
で
あ
る
υ

奴
に
つ
い
て
は
説
文
に
、
長
行

也
。
従
札
件
、
ノ
戸
。
い
と
あ
る
が
、
清
の
説
女
声

(2) 

仕
〈
研
一
)

辞
の



表

に

よ

れ

ば

大

徐

・

小

徐

本

が

抵

の

で

あ

る

と

し

て

い

る

の

は

非

で

あ

叶

て

、

「

従

延

ノ

、

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

し

、

ま

た

、

朱

駿

戸

の

税

引

林

義

光

の

文

泌

に
は
っ
従
ノ
品
川
戸
ι

の
見
解
を
添
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
赴

.
廷
の
青
磁
上
の
共
通
性
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
Q

成
の
意
味
は
批
と
速
な
り
「
安
歩
し
て
長
く
行
く
」
こ
と
な
そ
の

本
殺
と
す
る
が
、
紙
警
に
於
け
る
意
味
は
そ
の
仮
併
殺
と
し
て
の
「

導
く
い
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
ο

礼
初
出
札
の

「
主
人
政
葬
祭
」
の
訟
に
つ
道
也
い
と
い
い
、
呉
志
諸
お
竣
伝
に
「

秋
冬
期
射
猟
講
式
、
脊
変
則
延
賓
商
会
い
と
あ
る
の
が
こ
の
窓
の
用

例
で
あ
る
が
、
ト
辞
の
例
を
務
千
拾
っ
て
見
る
主
、

d
位

τ

「
1

1

J

、A
T
J一

J
T
ヌ
5
T
L
1
4
・
立
。
十
マ
ず
ど
一
二
乏
し

1
J
U
L
3
2
T
-

4
{
J
E
ー
か
f
d
y
寸

qVMYH.
志
士
二
必
斗
J

カ
ア
円
高
封
，
U
P扶
存
八
七
八

甲
戊
ト
行
良
、
歳
。
共
延
子
組
問
中
。
文
径
一
一
O
九

:
・
ト
王
:
・
組
叩
哉
、
亡
方
。
庚
成
ト
五
日
点
、
弱
廷
。

寄
道
博
物
館
蔵
片

・
:
亥
貞
、
延
求
子
大
了
大
中
。
恋
用
。
南
北
・
明
五
五
O

了
巴
ト
、
共
:
・
・
:
兄
己
;
。
了
亥
ト
、
共
経
求
。
開
廷
求
。

全
六
三
七

~i!; は
ず五
メヨ

46 45 48 47 。
戊
反
ト
、
共
延
兄
己
兄
庚
歳
。
京
牛
。
全
六
四
O

右
の
廷
は
皆
ト
辞
の
慣
用
語
「
主
賓
去
々
」
の
賓
と
同
じ
よ
う
に

「
導
き
迎
え
る
」
の
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
晩
期
ト

辞
で
は
駿
愛
が
延
警
に
代
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
駿
と
廷
と
が
椋

通
じ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
前
川
悦
ト
詳
の
阪
の
用
例

と
こ
の
抵
の
前
例
と
は
ね
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
Q

な
お
女
献
上
に

見
ら
れ
る
使
間
例
を
通
し
て
も
両
者
の
怠
味
の
共
通
性
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(3) 

憲容

説

か

〈

に

は

引

也

ω

と
お
り
、
か
つ
「
訴

也
。
従
支
従

γ
0・
:
従
未
戸
。
L

と
あ
っ
て
未
声
い
に
従
っ
て
い
る
ο

し
か
る
に
甲
骨
文
や
金
文
(
的
楚
敦
〉
の
字
形
は
何
れ
も
来
又
は
来

の
付
路
形
に
従
っ
て
い
る
か
ら
、
設
す
人
'
の
未
は
来
の
偽
体
で
あ
る
。

ト
辞
の
愛
の
字
形
に
は
「
又
L

な
省
い
た
も
の
(
後
下
三
一
一
了
一
、
悲

編一

O
一
九
等
)
?
良
い
を
省
い
た
も
の
(
前
六
・
一
一
了
二
、
会
六
・

一
一
了
一
一
一
等
)
な
ど
二
千
数
体
が
あ
る
が
、
皆
適
用
し
て
お
り
か
っ

「
来
」
が
そ
の
戸
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
説
文
の
欣
一
ノ
・
愛
は
ト
辞

に
於
て
は
問
字
で
あ
る
Q

来
の
本
設
は
「
~
一
一
と
で
あ
り
、
す
〈
字
の
中
に
小
粒
を
加
え
て
笈
穏

の
義
援
を
象
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
(
前
六
・
一
一
了
三
、
後
下
二

二
・
八
、
色
二
・
一
九
等
)
叉
、
字
形
が
手
ハ
叉
)
と
支
と
に
従
っ
て
い

る
の
は
交
を
収
約
す
る
手
段
を
寓
し
て
い
る
も
の
で
、
構
造
上
形
声

・
会
意
の
文
字
で
あ
る
φ

ト
辞
の
字
形
は
正
し
く
叉
に
従
い
紘
一
同
に
従

っ
て
い
る
か
ら
‘
説
文
の
禁
の
主
体
で
あ
り
、
叉
を
省
い
て
い
る
も
の

持
勢
の
主
体
で
あ
る
。
紘
一
4

の
本
義
は
「
麦
を
収
穫
す
る
」
意
味
で
あ
り
、

説
文
が
「
引
一
也
」
と
一
部
じ
て
い
る
の
は
そ
の
一
引
申
義
で
ト
辞
の
意
味

( 17 ) 



は
む

L
ろ
こ
れ
に
近
い
。
設
経
大
雅
行
鷲
の

「
布
元
前
M
M
引
い
と
あ
り
、
そ
の
集
ι

は

い
る
。
又
、
二
吋
ん
同
公
六
年
の
「

i

前

回

¥

山

に

り
ち
史

ーっ ーっ
菩!以
、el
以
翼
主」

号1;詳の

て

の

'
l
jち
〉

に
一

5

1

ど
L

去

っ

つ

、

壬

こ

ア

子

十

J
F
パーは

/

ν

f

υ

、イ
{

L

7

1

p

一
r
t
F
F
三

f
$

と

あ

る

こ

と

か

と

ト

討

の

を

も

…

浮

く

い

の

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
告
は
奴
紋
一

7
紙
袋
の

「
同
ゴ

t
j
，
す
い
4

わハ
f
J
1
j

、、つハし
f
」、アコ
1
b
〉
h
J
i
h
J
L
v
ヨ

マ
キ
f
ノ

μ

主
治
タ
マ

1
i
f
L
f
r
B
Z
v
L
/ぐ
4
R
C
i
t
y
tノ
二
一
{

島
「
/
;
£
、

υ

♂
L
Y
J
l
l勺

i
 

f
l
U
刊

ず

1
/
Li
 

論

に
中
川
況
の
兆
側
北
び
に
ト
討
中

ト

ム

古

今

し

〉

つ

A
F
A

，
羽
…
手

i

〉
L
a
k
n
h
二
況
w

l
h
，ト引

J
A
J
T
m
ソ
ハ
江
ア
川
「
バ
J

t

d

一Jiη
ノ
ト
ト
名
付

2

u

b

又
に
〉
干
主
、

t
E
C
申
立
こ
戸
、
〉

C
弘
、
し
士
、
コ
お
包

W打
川

t
t
u
i
y
iト
し
根
市

H
V
J
4
1
J
f
e
〉

V

J

J

v

b

L

'

J

ト
カ
ド
占
禁

ト
脅
ト
に
襟
し
ナ
ヱ
は
必
ず
神
霊
の
降
下
を
願
っ
て
事
の
吉
凶
を
断
じ

た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
ち
先
一
公
先
枇
の
祭
紀
に
も
王
は
そ
の
魂
践
を

招
い
て
迎
引
の
礼
な
尽
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
捻
る
に
絞
殺
一
一
九
と
は

「
招
魂
」
の
意
を
託
し
て
お
り
礼
記
の
所
諮
「
復
礼
ー
一
の
ふ
一
誌
で
は
あ

る
ま
い
か
Q

礼
…
…
民
俗
弓
に
「
復
尽
愛
之
道
也
い
と
い
い
、
そ
の
註
に

「
復
調
招
魂
旦
分
爵
五
記
、
庶
幾
共
精
気
之
反
一
と
あ
る
の
が
こ
れ

で
あ
り
、
然
必
は
も
ち
み
ん
間
道
・
析
年
・
風
雨
な
ど
、
一
般
の
事

項
な
ト
す
る
z

際
に
も
広
/
¥
行
な
わ
れ
た
礼
で
あ
ろ
う
が
、
契
刻
上
に

残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
挽
州
別
ト
円
以
仰
に
あ
什
て
は

往

来

コ

こ

℃

ツ

と

f
k
r
f

、
ぶ
つ
け
川
口
が
で
き
れ
川
見
/
炉
二
リ

ξ
ら
る
ゾ

本
山

V

T

Y

O

F

‘J
1

v

工
タ
メ

/
r
L

ト
J
4
c
s
h
μ
i
i
T
Z
I
L
b
-
上
〈
「

J

i

C

/

一fγ
一
年
六
月
十
七
日
、
東
山
設
立
ふ

…
か
い
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
υ

/一、、

~ 

!ii;一-
jL 
小ノ1

J.、.・
!~.{j _-

t交・
教一
員立 じ

"百戸/

( 18 ) 
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